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問　　 題

マイクロカウンセリングは，カウンセラー

の技法獲得の訓練を行うためのプログラムと

して開発された。訓練は解説 → モデリング

→ 練習 → フィードバックの流れで進められ

る。訓練手順に含まれるモデリングが効率的

に達成されれば，技法獲得が促進されると考

え，本研究ではその点に注目する。モデリン

グとは，他者の行動を観察することで行動パ

ターンを習得するものであり，注意・保持・

運動再生・動機づけという４つの下位過程に

分けられる。モデリングにおける学習は，保

持過程における言語表象の働きが大きい。言

語表象を実験的に操作する場合，言語化という

手続きが用いられてきた(Bandura,  et al.,

1966; 坂野, 1986)。これらの研究では，モデ

ルの行動内容を言語化した観察者は，言語化

しなかった観察者よりも遂行が優れていた。

記憶研究から見ると，言語化とは精緻化で

あると考えられる。精緻化とは対象となる情

報に対して何らかの情報をつけ加え，認知機

能 を 促進 す る とい う こ とで あ る。　豊 田

(1998) は，実験参加者に自ら情報を生成さ

せる方が，実験者によって付加する情報を提供

されるよりも有効であることを指摘している。

－58

本研究は，上記の考えを参考に，マイクロ

カウンセリングにおけるモデリングの言語化

の効果を検討する。

方　　法

実験参加者　大学生45名（男性23名・女性22

名），平均年齢21.16歳。

実験条件　言語化条件として，観察者が言語

化（自己言語化群），実験者が言語化（実

験者言語化群），言語化なし（統制群）の

３条件（各15 名）。テスト条件として， モ

デル観察前（事前テス ０ ，モデル観察後

（事後テス０ ，１週間後（追跡テスト）の

３条件。

課題　マイクロカウンセリングで扱われる技

法の１つ，言い換え技法(paraphrasing) 。

材料　実験者が作成した 匚日常の出来事」の

刺激文(140 字～160字）。

実験手続き

＜事前テスト＞実験参加者に 匚日常の出来事」

を聞かせ，それに対して言い換え技法を用

いて応答してもらう。（２回）

＜処遇段階＞ 匚日常の出来事」と，それに対

するモデルの応答を聞かせる。その後，自

己言語化群の参加者には，モデルの行動内

容がどのようなものであったかを質問。実



験者言語化群の参加者には，モデルの行動

がどのようなものであったかを実験者が説

明。統制群の参加者は，モデリングのみ。

＜事後テスト＞実験参加者に 匚日常の出来事」

を聞かせ，それに対して言い換え技法を用

いて応答してもらう。（２回）

＜追跡テスト＞１週間後，実験参加者に 匚日

常の出来事」を聞かせ，それに対して言い

換え技法を用いて応答してもらう。（２回）

結果と考察

各テストでの応答内容の得点化は，刺激文

を５分割し，その部分を適切に言い換えたも

のが含まれていれば得点を与えるように評定

を行った（言い換え得点：１応答につき最大

５点)。実験者と大学院生 ２名で評定を行い，

評 定者 開 のzc 係数 は｡71～｡81 であ っ た。

評定の異なった部分は３者で合議決定した

(Table l ， Fig. 1)。3( 言語化) ×３( テス

Ｏ の分散分析を行った結果，言語化とテス

トの交互作用(F(4,84)=3.44,p<｡05)が有意であっ

た。下位検定の結果，事前テストでは全ての

群に差がなく，事後テストでは自己言語化群

が他の２群より言い換え得点が高く，追跡テ

ストでは自己言語化群の言い換え得点が最も

高く，次いで実験者言語化群，そして統制群

が最も低かった。自己言語化群と統制群は，

事前テストの言い換え得点が最も低く，事後

テストと追跡テストに差は見られなかった。

実験者言語化群は，追跡テストの言い換え得

点が最も高く，次いで事後テスト，そして事
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Fig. 1　言い換え得点の平均値グラフ
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前テストが最も低かった。

３群ともに事前テストから事後テストにか

けて得点の上昇がみられた。これはマイクロ

カウンセリングにおける技法の獲得にモデリ

ングが有効であることを実証している。

事後テストにおいて自己言語化群の上昇が

最も顕著であった。これは，モデルの行動内

容を意図的に言語化することで保持過程にお

ける言語表象が促進されたためであると考え

られる。実験者言語化群の得点は自己言語化

群より低いという結果であったが，これは実

験者によってモデルの行動内容が言語化され

た情報は実験参加者の知識構造に一致しにく

かったため，モデリングの成立は促進されな

かったと考えられる。事後テストから追跡テ

ストにかけて実験者言語化群のみ得点の上昇

がみられた。　この結果を解釈する1つの可能

性としてレミニッセンスが考えられるが，こ

れらの解釈に対しての明確な裏づけ資料は，

本研究では得られていない。

本研究で得られた結果から，次のことが示

唆される。マイクロカウンセリングにおける

言い換え技法のモデリングでは，観察された

モデルの行動内容を言語化することで学習が

促進される。そして，モデルの行動内容の言

語化は，観察者自身が行うことが望ましい。

しかし，他者による言語化も，時開か経過す

ることで効果が顕在化する可能性を持つ。こ

れらの知見は，マイクロカウンセリングの訓

練法を発展させるであろう。
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